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「富良野市の環境と地球温暖化」に関する意識調査結果 
 

1 調査の趣旨 
「第三次富良野市環境基本計画」、「富良野市地球温暖化対策実行計画」の策定にあたり、市民の

みなさまの意識や実態を把握するとともに、ご意見やご要望をお聴きして計画策定の基礎資料とする

ため、市民意識調査を実施することといたしました。 

 

2 調査の概要 
 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

【調査結果の見方】 
○比率は百分率で、小数点第 2 位を四捨五入して算出しています。このため、百分率の合計が 100

％にならないことがあります。 

○回答者数を「n=●●」で示しています。 

○無回答は集計から除外しているため、回収数と設問ごとの回答数は異なる場合があります。 

○エラー回答については、無効回答として扱っています。ただし、上限のある複数選択の設問で、指

定した数以上の回答を選択していた場合は、全ての内容を反映しています。  

 市民意識調査 事業者意識調査 中学生意識調査 

調査対象 

●富良野市に居住する 18 歳以上の

市民から無作為に 1,000 名を抽

出 

●富良野市に所在する事業所か

ら無作為に 100 事業所を抽

出 

●富良野市の中学校に通う中学

二年生が対象 

回 収 率 ●36.3％（363 人） ●55.0％（55 事業者） ●42.5％（71 人） 

調査方法 ●郵送による配布・回収 

調査項目 

●回答者属性 

●10 年前と比べたまわりの環境 

●10年前と比べた環境問題への意

識・行動 

●市の環境に対する満足度 

●実践している環境配慮行動 

●知っている・参加したことのある

環境活動 

●どのような環境情報を知りたいか 

●環境情報の発信方法 

●いつ、北海道に温暖化の影響が現

れると思うか 

●どのような温暖化の影響が現れて

いるか 

●温暖化緩和のために市で取組む

べきこと 

●温暖化適応のために市で取組む

べきこと 

●自由意見 

●回答事業者属性 

●実践している環境配慮の取組 

●過去 3 年で環境に関する苦情

・意見があったか 

●環境に関する苦情・意見の内

容 

●今後環境保全活動に参加する

ならどのようなものがよいか 

●事業への温暖化の影響 

●温暖化による影響の内容 

●温暖化を緩和するための事業

所としての考え 

●温暖化適応のために市で取組

むべきこと 

●再エネ・省エネ設備の利用状

況と今後の意向 

●温暖化対策実施にあたっての

課題 

●自由意見 

●実践している環境配慮行動 

●市の環境に対する満足度 

●知っている・参加したことの

ある環境活動 

●学校の授業等で環境について

知りたいこと 

●どのような環境活動なら参加

したいか 

●環境情報の入手先 

●いつ、北海道に温暖化の影響

が現れると思うか 

●温暖化緩和のために市で取組

むべきこと 

●所属中学校 

●自由意見 

調査期間 ●令和２年 9 月 5 日～9 月 18 日 

 
※R2/10/1 までに受け取ったアンケートを対象としています。 
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３ 市民・中学生意識調査結果 
3.1 結果概要 
○「10 年前と比べたまわりの環境」は、約半数が「かわらない」としているものの、「良くなっている」が多

い傾向でした。また、「年齢が高い」ほど「良くなっている」が多い傾向でした。 

○「10 年前と比べた環境問題に対する意識・行動」は、「前よりも環境によいことを行っている」市民が多い
傾向ですが、「環境を守りたいが行動に結びつかない」、「環境に気を配れない」市民も一定数いました。 

○「環境の各項目の評価」について CS 分析を行った結果、改善度が高い内容は下記のようになりました。 
●「脱炭素社会」に関するもの（省エネ、気候変動対策、再エネ） 
●「市民活動・協働社会」関するもの（活動のしやすさ、情報の入手しやすさ、学習機会） 
●農地や森林の保全、環境資源の活用によるまちの活性化、街並の景観の美しさ 
※なお、中学生は市民とは違う傾向にあり、市民では改善度の低い「ごみの不法投棄の少なさ」、「有害鳥

獣への対策」、「地盤沈下への対策」が高い傾向でした。 

○「実践している環境配慮行動」は、ポイ捨てをしないや節電・節水などの「省エネ行動」の実践が多い傾向
でした。一方、再エネ導入や省エネ機器（給湯器など）の導入など、費用や時間がかかるものの実践は少な
く、「取組む予定はない」が多い傾向でした。実践が少ない項目でも一定数「これから行いたい」が見られ
ることから、実践に移してもらえる支援・対策が重要になると考えられます。 

○「市や国で行っている環境活動の参加・使用状況」は、「ふらのフリーマーケット」、「リサイクルマーケ
ット」の参加率・認知度が高く、それ以外は低い傾向でした。なお、中学生では、「富良野自然塾などの植
林活動」の参加率・認知度が高く、それ以外は低い傾向でした。 

○「環境に関する情報で知りたいこと」は、「地球温暖化問題と対策」や、「ごみやリサイクルの問題」、
「暮らしの中でできる環境保全の工夫や行動」などが多い傾向でした。なお、中学生では、「絶滅危惧の動
植物や野生動物と人間の関係」と「世界・国の環境問題や取組み」が高い傾向でした。 

○「情報発信や普及啓発の方法」は、「広報・パンフレット」や「町内会などを通じた各家庭への告知」な
ど、「紙媒体を利用したもの」が多い傾向でした。しかし、年齢によって傾向は異なっており、「年齢が低
い」ほど「インターネットやメール」が多く、「年齢が高い」ほど「町内会などを通じた各家庭への告知」
が多い傾向でした。 

○「環境情報の入手先は」は、テレビ・ラジオ・新聞などの「既存メディア」と「学校の授業」が多い傾向で
した。※中学生のみ 

○「参加してみたい活動」は、動植物の観察や植林など「自然と触れ合う」活動が多い傾向でした。その中で
「特にやってみたい活動」は、「動植物の観察」が特に多い傾向でした。そのほか、「参加してみたい活
動」では多くなかった「地球温暖化やエネルギー対策」が、ほかと比べて多い傾向でした。※中学生のみ 

○「地球温暖化の影響の発現がどれくらい先か」は、市民・中学生のほとんどが「既に現れている」と思って
います。 

○「地球温暖化について、どのような影響が現れているか」は、自然災害や降雪の減少などの「異常気象」に
関するものが特に多く、そのほかでは「水産物の品質や漁獲物の変化」が多い傾向でした。 

○「温暖化の影響緩和のため市で取り組むべきこと」は、市民・中学生ともに「ごみの減量・リサイクル」や
「省エネ・再エネ設備の導入支援」が多い傾向でした。加えて、中学生では、「二酸化炭素吸収源としての
森林の維持管理」が高い傾向でした。また、「小中学校での環境教育」は多い傾向でしたが、市民への普及
啓発や環境教育、事業者の環境配慮行動への評価など、「社会人や企業への環境教育・普及啓発」に関する
ものは少ない傾向でした。 

○「地球温暖化に起因する気候変動への適応として市に望むこと」は、「異常気象による災害への対策」や
「熱中症や感染症への対策」など、「日常生活に影響を及ぼす」ものが多い傾向でした。 
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3.2 回答者属性 
問 １  性 別 に つ い て 。 （ 1 つ に 〇 ）  

 

 
図 1 【市民】性別 

 

 

 

問 ２  年 齢 に つ い て 。 （ 1 つ に 〇 ）  

 

 
図 2 【市民】年齢 

 

 

 

 

問 ３  世 帯 人 数 に つ い て 。 （ 1 つ に 〇 ）  
 

 
図 3 【市民】世帯人数 
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問 4 富 良 野 市 内 で の 居 住 年 数 に つ い て 。 （ １ つ に ○ ）  

 

 
図 4 【市民】居住年数 

 

 

 

 

 

 

問 5 お 住 ま い の 地 区 に つ い て 。 （ １ つ に ○ ）  
  

 
図 5 【市民】居住地区 

 

 

 

 

 

 

 

※ 【 中 学 生 の み 】 あ な た の 通 っ て い る 学 校 を 教 え て 下 さ い 。 （ １ つ に ○ ）  
 

 
※布部中学校には中学2 年生が在籍していなかったため、0％となっています。 

 

図 6 【中学生】通学している中学校 
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3.3 「富良野市の環境」及び「地球温暖化」に関する内容について 
問 6 あ な た の ま わ り の 環 境 に つ い て 、 10 年 前 と 比 べ て ど の よ う に 変 わ っ た

と 思 い ま す か 。 （ １ つ に ○ ）  

「10 年前と比べたまわりの環境」は、約半数が「かわらない」としているものの、「良くなって

いる（「非常に良くなった」+「良くなった」）」としている人が多く、35.6％でした。 

 

 
図 7 【市民】10 年前と比べたまわりの環境 

 

また、「10 年前と比べたまわりの環境」は、「40 代を除き、年齢が高い」ほど、および「居住

年数が長い」ほど、「良くなっている」としている人が多い傾向でした。 

 

 
図 8 【市民】10 年前と比べたまわりの環境【年齢別クロス】 
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問 7 10 年 前 と 比 べ る と 、 あ な た の 環 境 問 題 に 対 す る 意 識 と 行 動 は ど の よ う

に 変 わ り ま し た か 。 （ １ つ に ○ ）  

「10 年前と比べた環境問題に対する意識・行動」は、「環境を守ろうという意識がやや芽生え、

以前よりも環境に良いことを行うようになった」が最も多く 41.5％、次いで「環境を守らなくては

と思うが、行動には結びついていない」が 28.7％でした。一方で、「環境にまで気を配ることがで

きる状態にない」もわずかにおり、5.1％でした。 

 

 
図 9 【市民】10 年前と比べた環境問題に対する意識・行動 
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問 8 富 良 野 市 の 環 境 に 対 す る 評 価 に つ い て お 聞 き し ま す 。  

（1）富良野市全般における環境の総合的な満足度として、どのように評価しています

か。（１つに○） 
「市の環境の総合的満足度」は、約半数が「普通」としているものの、満足度（「満足」+「やや

満足」）が高く、30.7％でした。 

なお、中学生は、市民と比べて満足度が高い傾向でした。 

 

 
図 10 【市民】市の環境の総合的満足度 

 

 

 
図 11 【中学生】市の環境の総合的満足度 
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（2）富良野市における環境に関する各項目に対して、どのように評価していますか。

（項目ごとに１つに○） 
「環境の各項目の評価」を分かりやすく分析するため、CS 分析※を行いました。 

各項目の満足度、重要度は下図のように整理でき、重要度が高い一方で満足度が低い「重点改善項

目」は、「省エネルギーの推進など地球温暖化防止のための取組」、「農地の保全」、「自然や文化

等の環境資源の活用による、まちの活性化」、「市民による環境保全活動のしやすさ」、「森林の保

全」でした。 

 

 

 
図 12 【市民】環境の各項目の満足度・重要度の分布図 

 

 

 

※CS 分析とは、あることがらに対して、関連する項目ごとの満足度と総合的な満足度を答えてもらい、その相関性

から、改善すべき優先度が高い項目を分析する手法です。また、CS 分析は結果が見やすいように偏差値を利用し

ているため、50 を基準として，上回るほど満足度・重要度が高く，下回るほど満足度・重要度が低い結果となり

ます。 
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なお、各項目を改善度の順位順に並べると、下表のような結果となりました。 

 

 

 

 
図 13 【市民】環境の各項目の満足度・重要度・改善度 

  

満足度 重要度 改善度 改善度順位

22 省エネルギーの推進など地球温暖化防止のための取組 41.5 60.3 12.5 1
3 農地の保全 48.6 70.0 10.9 2
4 自然や文化等の環境資源の活用による、まちの活性化 48.4 65.9 9.0 3

25 市民による環境保全活動のしやすさ 39.4 54.3 8.5 4
5 森林の保全 47.8 61.3 7.2 5

24 猛暑や集中豪雨の増加などの気候変動への対策 38.5 49.8 5.6 6
12 街並みの景色・景観の美しさ 59.2 65.8 3.0 7
23 太陽光発電など再生可能エネルギーの積極的な活用 40.6 46.9 2.9 8
27 環境問題やその対策についての情報の入手しやすさ 39.1 44.2 2.3 9
26 自然観察会や環境イベントなどの環境に関する学習機会 41.6 46.1 2.1 10
19 化学物質やアスベストなど有害物質への対策 43.7 43.7 0.0 11
13 公園や街路樹などのまちの緑の豊かさ 57.2 55.2 -0.9 12
7 野生動植物の豊かさ 54.7 51.8 -1.3 13

18 有害物質等による土壌汚染への対策 42.9 39.9 -1.4 14
14 タバコやごみのポイ捨て等のマナー 47.4 43.4 -1.9 15
2 河川や湖沼など水のきれいさ 54.2 50.0 -2.1 16

21 におい（悪臭）による生活環境の快適さ 50.2 46.1 -2.1 17
20 地下水のくみ上げ等による地盤沈下への対策 40.3 35.3 -2.3 18
1 河川の保全や整備 54.3 49.1 -2.8 19

10 ごみの不法投棄の少なさ 52.3 47.5 -3.3 20
17 有害物質等による地下水の汚染への対策 46.2 38.3 -3.7 21
8 自然や野生生物と触れ合える場所や機会の多さ 48.3 39.5 -4.3 22

11 山並みや丘陵畑の景色・景観の美しさ 77.0 67.4 -4.4 23
6 エゾシカやアライグマなど有害鳥獣等への対策 40.7 31.1 -4.4 24

16 まちの静けさ（騒音・振動）による生活環境の快適さ 59.4 46.8 -7.0 25
9 ごみの分別や資源回収（リサイクル）の状況 70.9 52.6 -8.9 26

15 空気（野焼きや大気汚染）のきれいさ 65.6 47.6 -9.4 27

富良野市の環境に対する評価

●自然共生社会 ●循環型社会 ●快適環境 ●脱炭素社会 ●市民活動・協働社会
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中学生の回答についても、「環境の各項目の評価」を分かりやすく分析するため、CS 分析※を行い

ました。 

各項目の満足度、重要度は下図のように整理でき、重要度が高い一方で満足度が低い「重点改善項

目」は、「ごみの不法投棄の少なさ」、「エゾシカやアライグマなど有害鳥獣等への対策」、「地下

水のくみ上げ等による地盤沈下への対策」、「環境問題やその対策についての情報の入手しやすさ」

でした。 

 

 

 
図 14 【中学生】環境の各項目の満足度・重要度の分布図 

 

 

 

※CS 分析とは、あることがらに対して、関連する項目ごとの満足度と総合的な満足度を答えてもらい、その相関性

から、改善すべき優先度が高い項目を分析する手法です。また、CS 分析は結果が見やすいように偏差値を利用し

ているため、50 を基準として，上回るほど満足度・重要度が高く，下回るほど満足度・重要度が低い結果となり

ます。 

  

河川の保全や整備

河川や湖沼など水のきれいさ

農地の保全

自然や文化等の環境資源の活用による、まちの活性化

森林の保全

エゾシカやアライグマなど有害鳥獣等への対策

野生動植物の豊かさ

自然や野生生物と触れ合える場所や機会の多さ

ごみの分別や資源回収（リサイクル）の状況

ごみの不法投棄の少なさ

山並みや丘陵畑の景

色・景観の美しさ

街並みの景色・景観の美しさ

公園や街路樹などのまちの緑の豊かさ

タバコやごみのポイ捨て等のマナー

空気（野焼きや大気汚染）のきれいさ

まちの静けさ（騒音・振動）

による生活環境の快適さ

有害物質等による地下水の汚染への対策

有害物質等による土壌汚染への対策

化学物質やアスベストなど有害物質への対策

地下水のくみ上げ等による地盤沈下への対策

におい（悪臭）による生活環境の快適さ

省エネルギーの推進など地球温暖化防止のための取組

太陽光発電など再生可能エネルギーの積極的な活用

太陽光発電など再生可能エ

ネルギーの積極的な活用

市民による環境保全活動のしやすさ

自然観察会や環境イベントなどの環境に関する学習機会

環境問題やその対策についての情報の入手しやすさ
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●自然共生社会 ●循環型社会 ●生活環境 ●地球環境 ●環境教育・環境配慮行動
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なお、各項目を改善度の順位順に並べると、下表のような結果となりました。 

 

 

 

 
図 15 【中学生】環境の各項目の満足度・重要度・改善度 

 

 

 
 

  

満足度 重要度 改善度 改善度順位

10 ごみの不法投棄の少なさ 31.7 54.8 12.6 1
6 エゾシカやアライグマなど有害鳥獣等への対策 41.1 58.9 12.6 2

20 地下水のくみ上げ等による地盤沈下への対策 48.0 65.7 9.2 3
27 環境問題やその対策についての情報の入手しやすさ 49.3 65.4 8.2 4
5 森林の保全 50.5 62.5 6.0 5
2 河川や湖沼など水のきれいさ 50.8 61.8 5.4 6

17 有害物質等による地下水の汚染への対策 41.2 49.2 3.9 7
16 まちの静けさ（騒音・振動）による生活環境の快適さ 59.3 65.2 2.7 8
14 タバコやごみのポイ捨て等のマナー 24.8 28.8 1.8 9
19 化学物質やアスベストなど有害物質への対策 44.2 47.0 1.3 10
9 ごみの分別や資源回収（リサイクル）の状況 57.9 60.5 1.2 11

24 猛暑や集中豪雨の増加などの気候変動への対策 36.3 38.9 1.1 12
21 におい（悪臭）による生活環境の快適さ 42.1 43.6 0.7 13
18 有害物質等による土壌汚染への対策 43.1 41.4 -0.8 14
13 公園や街路樹などのまちの緑の豊かさ 59.2 57.0 -1.0 15
22 省エネルギーの推進など地球温暖化防止のための取組 54.3 50.8 -1.7 16
26 自然観察会や環境イベントなどの環境に関する学習機会 49.3 45.5 -1.8 17
23 太陽光発電など再生可能エネルギーの積極的な活用 51.3 47.7 -2.1 18
4 自然や文化等の環境資源の活用による、まちの活性化 52.7 47.4 -3.7 19
7 野生動植物の豊かさ 63.0 53.4 -4.5 20
3 農地の保全 57.4 48.4 -4.9 21
1 河川の保全や整備 51.9 42.5 -5.1 22

25 市民による環境保全活動のしやすさ 48.7 37.1 -5.7 23
15 空気（野焼きや大気汚染）のきれいさ 53.2 40.8 -6.9 24
12 街並みの景色・景観の美しさ 62.6 48.4 -7.4 25
11 山並みや丘陵畑の景色・景観の美しさ 71.3 53.4 -8.6 26
8 自然や野生生物と触れ合える場所や機会の多さ 54.7 33.9 -11.4 27

富良野市の環境に対する評価

●自然共生社会 ●循環型社会 ●快適環境 ●脱炭素社会 ●市民活動・協働社会
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問 9 環 境 配 慮 行 動 と し て 、 あ な た が 実 践 し て い る 状 況 を 教 え て 下 さ い 。

（ 項 目 ご と に １ つ に ○ ）  

「環境配慮行動の実践状況」について、「行っているもの（「行っている」+「時々行っている」）」

は、「買い物にはエコバックを使用し、過剰な包装はなるべく断るようにしている」が最も多く 95.9

％、次いで「ごみのポイ捨てはしないようにしている」が 95.9％、「節電（こまめな消灯や電源オ

フ、冷暖房を使いすぎないなど）に心がけている」が 92.9％でした。 

「これから行いたい」は、「自然観察会などの環境イベントに参加している」が最も多く 27.9％、

次いで「環境保全活動やボランティア活動に参加している」が 27.8％、「リサイクル商品や環境に

配慮した商品（エコマーク、グリーンマーク等のついた商品など）の購入を心がけている」が 25.3

％でした。 

「今後も行う予定がない」は、「木質ペレットストーブを導入している」が最も多く 80.1％、次

いで「太陽光発電など、再生可能エネルギーを導入している」が 60.9％でした。 

また、その他実施中の取り組みとしては、「書籍・SNS による情報拡散、情報収集」、「生ごみ

はできるだけ乾燥させて出している」などがありました。 

 

 
図 16 【市民】実践している環境配慮行動  
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49.0%
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37.6%
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49.4%

41.1%

47.0%

1.2%

2.3%

1.1%

6.1%

0.9%

2.6%

3.5%

1.4%

15.6%

14.8%

22.6%

7.9%
12.2%

8.9%

6.1%

14.8%
7.8%

3.2%

17.6%

18.0%

17.9%

ごみやタバコの投げ捨てはしないようにしている(n=341)

ごみの分別を行うほか、ごみをなるべく出さないようにしている(n=347)

買い物にはエコバックを使用し、過剰な包装はなるべく断るようにしている(n=352)

洗濯用や食器洗用の洗剤は適量を守っている

できるだけ合成洗剤を使用しないようにしている(n=345)

食べ物の残りかすや油を流さないようにしている(n=349)

近所に配慮して大きな音を出さないようにしている(n=345)

節水（節水コマの採用など）に心がけている(n=342)

節電（こまめな消灯や電源オフ、冷暖房の適正温度設定）に心がけている(n=350)

太陽光発電など、再生可能エネルギーを導入している(n=340)

木質ペレットストーブを導入している(n=337)

省エネルギータイプの機器（エコキュート、エコウィルなど）を導入している(n=337)

テレビや洗濯機、冷蔵庫等の家電機器は省エネルギー型の商品を購入している(n=343)

リサイクル商品や環境に配慮した商品（エコマーク、グリーンマーク等のついた商品など）の購入を

心がけている(n=344)

使い捨て商品はなるべく買わないようにしている(n=338)

車の使用をなるべく控え、公共交通機関や自転車を利用している(n=343)

車を使う場合は、環境負荷の少ない運転（エコドライブ）を行っている(n=332)

地産地消を意識した食生活を心がけている(n=345)

家庭ごみや農業廃棄物（マルチ等）の野焼きを行わないようにしている(n=342)

雨水や雪解け水の有効利用をしている(n=340)

環境保全活動やボランティア活動に参加している(n=338)

自然観察会などの環境イベントに参加している(n=330)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

行っている 時々行っている これから行いたい 今後も行う予定がない わからない
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なお、中学生では、多くの項目で市民より実践割合が低い傾向でした。 

 

 
図 17 【中学生】実践している環境配慮行動 
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ごみのポイ捨てはしないようにしている(n=69)

ごみの分別を積極的に行うほか、ゴミをなるべく出さないようにしている

(n=70)

買い物にはエコバックを使用し、余計な包装はなるべく断るようにしている

(n=70)

洗濯や食器を洗うときは洗剤を使いすぎないようにしている(n=70)

食べ物の残りかすや油を流さないようにしている(n=70)

近所に配慮して大きな音を出さないようにしている(n=70)

節水（水道やシャワーを流しっぱなしにしないなど）に心がけている

(n=70)

節電（こまめな消灯や電源オフ、冷暖房を使いすぎないなど）に心がけて

いる(n=70)

リサイクル商品や環境に配慮した商品（エコマーク・グリーンマーク等のつい

た商品など）をなるべく買うように心がけている(n=70)

使い捨て商品はなるべく買わないようにしている(n=70)

外出にはなるべく公共交通機関や自転車を利用するようにしている

(n=70)

地産地消（富良野市で生産された材料でできた食べ物を食べること）を

意識した食生活を心がけている(n=70)

環境保全活動やボランティア活動に参加している(n=70)

自然観察会などの環境イベントに参加している(n=70)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

行っている 時々行っている これから行いたい 今後も行う予定がない わからない
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また、「実践している環境配慮行動」は、「年齢が高い」ほど「実践している（「行っている」+

「時々行っている」）」が多い傾向でした。 

 
 

 

図 18 【市民】実践している環境配慮行動：使い捨て商品はなるべく買わないようにしている【年齢別クロス】 

 

 

その他、以下の項目が同じような傾向でした。 

 

・洗濯用や食器洗用の洗剤は適量を守っている できるだけ合成洗剤を使用しないようにしている 

・食べ物の残りかすや油を流さないようにしている 

・車の使用をなるべく控え、公共交通機関や自転車を利用している 

・環境保全活動やボランティア活動に参加している 

  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～29歳(n=18)

30～39歳(n=31)

40～49歳(n=41)

50～59歳(n=60)

60～69歳(n=72)

70歳以上(n=104)

行っている 時々行っている これから行いたい 今後も行う予定がない わからない
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「実践している環境配慮行動」について、10 年前の前回アンケートと実施している項目の順位を

比較すると、市民・中学生ともに大きくは変わっておらず、「廃棄物削減」と「省エネ」に関する行

動を積極的に行っている結果ですが、前回結果よりも「省エネ」に関する行動の順位が上がってきて

います。 

 

 

 

表 1  【市民】実践している環境配慮行動の順位の推移 

順位 市民【R2】※複数回答可 市民【H22】※回答数３つまで 

1 位 買い物にはエコバックを使用し、過剰な包装は

なるべく断るようにしている 

ゴミの分別を行うほか、ゴミをなるべく出さな

いようにしている 

2 位 ごみやタバコの投げ捨てはしないようにしてい

る 

買い物にはエコバッグを使用し、過剰な包装を

なるべく断るようにしている 

3 位 節電（こまめな消灯や電源オフ、冷暖房の適正

温度設定）に心がけている 

節電（こまめな消灯や電源オフ、冷暖房の適正

温度設定）に心がけている 

4 位 節水（節水コマの採用など）に心がけている ゴミやタバコの投げ捨てはしないようにしてい

る 

5 位 ごみの分別を行うほか、ごみをなるべく出さな

いようにしている 

地産地消を意識した食生活を心がけている 

 

 

 

 

表 2  【中学生】実践している環境配慮行動の順位の推移 

順位 中学生【R2】※複数回答可 中学生【H22】※回答数３つまで 

1 位 ごみのポイ捨てはしないようにしている ゴミのポイ捨てはしないようにしている 

2 位 節水（水道やシャワーを流しっぱなしにしない

など）に心がけている 

買い物にはエコバッグを使用し、余計な包装は

なるべく断るようにしている 

3 位 節電（こまめな消灯や電源オフ、冷暖房を使い

すぎないなど）に心がけている 

節電（こまめな消灯や電源オフ、冷暖房を使い

すぎないなど）に心がけている 

4 位 買い物にはエコバックを使用し、余計な包装は

なるべく断るようにしている 

ゴミの分別を積極的に行うほか、ゴミをなるべ

く出さないようにしている 

5 位 ごみの分別を積極的に行うほか、ゴミをなるべ

く出さないようにしている 

節水（シャワーを流しっぱなしにしないなど）

に心がけている 
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問 10 富 良 野 市 や 国 な ど で 行 わ れ て い る 様 々 な 環 境 に 対 す る 活 動 に つ い て 知

っ て い る も の や 、 参 加 し た こ と が あ る も の は あ り ま す か 。 （ 項 目 ご と

に １ つ に ○ ）  

「市や国で行っている環境活動の参加・使用状況」について、「参加・使用したことがある」もの

は、「ふらのフリーマケット」が最も多く 15.3％、次いで「リサイクルマーケット」が 11.8％とな

っています。 

「参加・使用したことはなく、内容をよく知らない」ものは、「COOL CHOICE（クールチョイ

ス）」が最も多く 90.8%、次いで「ふらの市民環境会議」が 77.6％でした。 

「その他の環境 NPO や団体が主催する環境保全活動」としては、「ふらの土の会」などがありま

した。 

 

 
図 19 【市民】市や国で行っている環境活動の参加・使用状況 
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なお、中学生では、「「山川草木を育てる集い」、「富良野自然塾」などが実施する植林活動」を

除き、市民よりも認知度が低い傾向でした。 

 

 

 
図 20 【中学生】市や国で行っている環境活動の参加・使用状況 
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問 11 環 境 問 題 に 関 す る 情 報 に つ い て 、 お 聞 き し ま す 。  

（1）環境に関する情報について、どのようなことを知りたいと考えていますか。（３つ

まで○） 
「環境に関する情報で知りたいこと」は、「地球温暖化の問題とその対策について」が最も多く38.4

％、次いで「暮らしの中でできる、環境を保全するための工夫や行動について」が 37.2％、「ごみ

やリサイクルの問題」が 36.0％でした。 

その他内容としては、「分別が細かすぎて必要なのか知りたい」などがありました。 

 

 
図 21 【市民】環境に関する情報で知りたいこと 
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なお、中学生では、市民とは違い「絶滅のおそれのある動植物や、野生動物と人間との関係につい

て」と「世界や国で起こっている環境問題や取組について」が、高い傾向でした。 

 

 

 
図 22 【中学生】学校の授業や活動で環境について知りたいこと 
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※【中学生のみ】どのような活動なら参加してみたいと思いますか。（あてはまるもの全

てに○） 
「参加してみたい活動」は、「実際に外に出て身近な動物や植物を観察する活動」が最も多く 48.4

％、次いで「森づくりや植林の活動」が 46.8％、「まちの清掃など、環境美化に関する活動」が 38.7

％でした。 

 

 
図 23 【中学生】参加してみたい活動 

 

 

 

 

 

※【中学生のみ】上記で回答した中から、あなたが今後特にやってみたいと思うものの番

号を教えて下さい。 
「特にやってみたい活動」は、「実際に外に出て身近な動物や植物を観察する活動」が最も多く34.9

％、次いで「地球温暖化やエネルギー対策に関する活動」が 15.9％でした。 

 

 
図 24 【中学生】特にやってみたい活動 
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（2）市では、今後もみなさまに環境保全対策への協力をお願いしていく予定ですが、こ

れを推進し、継続していくために、どのような方法で情報提供や普及啓発していく

形がよいですか。（最も重要と考えることを 3 つまで○） 
「情報発信や普及啓発の方法」は、「市の広報やパンフレットによるお知らせ」が最も多く 73.2

％、次いで「幼年期や小中学校からの環境教育の充実」が 47.0％、「町内会などを通じた各家庭へ

の告知」が 39.8％でした。 

その他内容としては、「多世代の市民が集まり環境に関する対話型 WS を開催」、「観光客へのマ

ナー啓発（ポイ捨てなど）」、「エコポイントなど、参加したくなる制度の導入」、「ゴミを分別し

たことで何がどうよくなったかを知りたい」などがありました。 

 
図 25 【市民】情報発信や普及啓発の方法 
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※【中学生のみ】あなたは、富良野市や北海道、世界の様々な環境について、主にどのよ

うな方法で知りますか。（３つまで○） 
「環境情報の入手先」については、「テレビ・ラジオ」が最も多く 58.2％、次いで「学校の授業」

が 41.8％、「新聞」が 34.3％でした。 

 

 
図 26 【中学生】環境情報の入手先 
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また、「情報発信や普及啓発の方法」は、「年齢が低い」ほど「インターネット（市役所、生涯学

習センター・博物館の HP）の活用」や「市内で希望する人にメールで情報を送るシステムの構築」

が多く、「年齢が高い」ほど「町内会などを通じた各家庭への告知」が多い傾向でした。 

居住年数も似た傾向で、「居住年数が短い」ほど「インターネット（市役所、生涯学習センター・

博物館の HP）の活用」が多く、「居住年数が長い」ほど「町内会などを通じた各家庭への告知」が

多い傾向でした。 

 

 
図 27 【市民】情報発信や普及啓発の方法【年齢別クロス】 
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問 12 北 海 道 で 地 球 温 暖 化 の 影 響 が 現 れ る の は 、 ど れ く ら い 先 だ と 思 い ま す

か 。 （ １ つ に ○ ）  

「地球温暖化の影響の発現がどれくらい先か」は、市民・中学生ともに「既に現れている」が最も

多く、市民が 79.0％、中学生が 56.5％でした。 

 

 

 
図 28 【市民】地球温暖化の影響の発現がどれくらい先か 

 

 

 
図 29 【中学生】地球温暖化の影響の発現がどれくらい先か 
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問 13 ど の よ う な 影 響 が 現 れ て い ま す か 。 （ あ て は ま る す べ て に ○ ）  

※ 問 12 で 「 既 に 現 れ て い る 」 を 選 択 し た 人 の み 。  

「地球温暖化について、どのような影響が現れているか」は、「猛暑や集中豪雨などの異常気象の

増加」が最も多く 92.8％、次いで「降雪量の増減」が 65.4％、「水産物の品質や漁獲量な漁獲物の

変化」が 59.7％でした。 

 

その他内容としては、「冬期の気温上昇」、「草・木の成長の変化」などがありました。 

 

 
図 30 【市民】地球温暖化について、どのような影響が現れているか 
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問 14 地 球 温 暖 化 問 題 に つ い て お 聞 き し ま す 。  

（1）地球温暖化の影響を「緩和」するため、富良野市で取り組むべきこととして、特に

必要だと思うことはどれですか。（３つまで○） 
「温暖化の影響緩和のため市で取り組むべきこと」は、「ごみの減量やリサイクルなど、資源の有

効利用を促進する」が最も多く 38.9％、次いで「省エネ設備や省エネ住宅等の普及にかかる支援制

度を充実する（LED 化やエコ家電・設備への買い替えなど）」が 37.6％、「太陽光発電など、再生

可能エネルギーの導入にかかる支援制度を充実する」が 33.4％でした。 

 

 
図 31 【市民】温暖化の影響緩和のため市で取り組むべきこと 
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なお、中学生では、市民とは違い「植樹など市民の身近な緑化の推進や、二酸化炭素吸収源となる

森林を適切に維持管理する」が高い傾向でした。 

 

 
図 32 【中学生】温暖化の影響緩和のため市で取り組むべきこと 
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地球温暖化に対する相談窓口を設置する

温室効果ガスの排出に対する条例などにより規制する

その他
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n=67
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（2）地球温暖化の影響における気候変動への「適応」のため、富良野市で取り組むべき

こととして、特に必要だと思うことはどれですか。（３つまで○） 
「地球温暖化に起因する気候変動への適応として市に望むこと」は、「集中豪雨や大雨、土砂災害

などへの対策」が最も多く 88.4％、次いで「熱中症や感染症などへの対策」が 53.6％、「農作物の

高温耐性品種の開発など」が 35.1％でした。 

その他内容としては、「害獣対策」、「環境意識の啓発」などがありました。 

 

 

 
図 33 【市民】地球温暖化に起因する気候変動への適応として市に望むこと 

  

88.4%

24.5%

53.6%

35.1%

16.3%

34.2%

1.9%

1.9%

集中豪雨や大雨、土砂災害などへの対策

水不足などへの対策

熱中症や感染症などへの対策

農作物の高温耐性品種の開発など
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問 15 そ の 他 、 環 境 問 題 に 関 す る ご 意 見 、 ご 要 望 な ど が ご ざ い ま し た ら 、 ご

自 由 に お 書 き く だ さ い 。  

「その他、環境問題に関する意見・要望等」は、63 人から意見があり、その概要は次のとおりで

した。 

 

表 3  【市民】その他、環境問題に関する意見・要望等（自由記述）の概要 

分野 主な意見・要望等の概要 

温暖化対策 ・温暖化が進まない方向での政策が必要 

気候変動への適応 ・人通りの多い場所にミスト発生装置や、屋根を設置すれば、公共交通機関の利用が増えるので

はないか。 

・教育現場にエアコンを設置するべき。 

災害対策 ・避難所の整備や停電時の備えなど、災害対策を進めてほしい。 

・町内会のパンフレット等で全員に自分の避難場所がわかるようにしてほしい。 

廃棄物 ・ごみのポイ捨てなどのマナーが悪い。 

・ゴミの分別はよい取組だと思う。 

・川への不法投棄が増えている。 

自然環境の 

保全・活用 

・市街地の緑が少ない。 

・公園の整備をきちんとやってほしい。 

・自然の活用・整備が他市町村と比べて劣っている。 

鳥獣問題 ・カラスが集団で飛来し、ゴミを荒らしているので対策してほしい。 

景観 ・街並、景観を考えて無電柱化を進めてほしい。 

・富良野の自然景観を整備して残してほしい。 

環境教育 ・学校や家庭での環境教育が必要。 

情報発信・啓発 ・観光客の意識改善を行う必要がある。 

・ごみの分別などの行動により、環境がどう良くなっているのかが分からない。 

・個々人がどういったことに取組めばよいかなど、分かりやすい情報発信が必要。 

その他 ・SDGs を鑑みた環境問題のあり方を模策してほしい。 

・町内会単位で下水道の清掃活動を行っているが、参加者に高齢者が多く、危険な作業もあるの

で専門業者に任せた方が良い。 

 

中学生からは、「その他、環境問題に関する意見・要望等」は 15 人から意見があり、その概要は

次のとおりでした。 

 
表 4  【中学生】その他、環境問題に関する意見・要望等（記入）の概要 

分野 主な意見・要望等の概要 

地球温暖化対策 ・地球温暖化の影響がいつ現れるのか分からない。今にあっている対策をしてほしい。 

・草刈りなど最低限に抑えれば、温暖化の緩和につながると思う。 

廃棄物 ・ごみのポイ捨てがすごく多い。防止のために、ごみ箱やポイ捨て禁止の看板を設置してほしい。 

自然環境 ・自然が人間により破壊され、環境も悪化している。未来のことまで考えて対策をとるべき。 

環境教育 ・景色や風景についてもっと知りたい。 

その他 ・市道がデコボコしている。 

・制限速度を大幅にオーバーして走る車がいる。標識が見えにくいからと思う。 
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４ 事業者意識調査結果 
4.1 結果概要 
○「環境配慮に関する取組」は、節電やごみの減量化などの「省エネ行動」の実施割合が高い傾向でした

が、「再生可能エネルギー」や「環境マネジメントシステム」の導入など、費用や時間がかかるものは
実施割合が低く、「取組む予定」はない割合が高い傾向でした。また、「環境配慮に関する取組」につ
いては、「従業員数が多い」ほど「取り組んでいる」割合が多い傾向でした。 

○「過去 3 年以内の事業活動で環境に関する苦情や意見を受けたことがあるか」は、51 事業者のうち 3
事業者があると回答しており、内容は水質汚染や土壌汚染など「生活環境」に関するものでした。 

○「今後参加するとしたらどのような環境保全活動がよいかは」は、環境美化やごみ減量化・リサイクル
など「ごみ」に関するものが多く、自然保護や植林など「自然環境」に関するものは少ない傾向でし
た。 

○「事業への地球温暖化の影響」は、多くの事業者が「いずれは事業に影響が出る」と考えていますが、
事業者の約 4 分の 1 は「事業に影響が出るとは思わない」と考えており、それは「資本金が少ない」ほ
ど多い傾向でした。 

○「事業への地球温暖化の影響または想定される内容」は、「気温上昇に伴う健康被害や生活様式の変化
による産業への影響」、「異常気象による自然災害」などが懸念されていました。 

○「地球温暖化の影響を緩和するための事業所の考え方」は、ほとんどの事業者が「何らかの対策を実施
すべき」と考えていますが、その 3 分の 2 は「経費削減に繋がる省エネ等でなければ実施が難しい」と
考えていました。 

○「気候変動への適応として市全体で取り組むべきこと」は、ほぼ全ての事業者が「自然災害分野」へ取
組むべきとしていました。そのほかでは、約半数の事業者が「健康分野」や「産業・観光分野」へ取組
むべきとしていました。一方で「自然分野」や「農業分野」へ取組むべきとする事業者は少ない傾向で
した。 

○「再生可能エネルギー・省エネルギー設備の利用状況及び今後の意向」は、「LED」の実施割合が高
く、そのほかでは「エコカー導入」、「建物の空調負荷対策」、「高効率空調」が高い傾向でした。そ
のほかの設備は、実施割合は低いものの、いずれも「実施を検討している」割合が一定数見られまし
た。 

○また、「再生可能エネルギー・省エネルギー設備の利用状況及び今後の以降」については、「資本金が
多い」ほど「実施している」割合が多い傾向でした。 

○「省エネルギー化や再生可能エネルギー導入などの地球温暖化対策実施の課題」は、大半の事業者が
「導入のコストが高い」ことを課題と感じていました。 
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4.2 回答事業者属性 
問 1 業 種 に つ い て 。 （ １ つ に ○ ）  

 

 
図 34 業種 

 

 

 

 

 

問 2 従 業 員 数 に つ い て 。 （ １ つ に ○ ）   

 

 
図 35 従業員数 
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問 3 事 業 年 数 に つ い て 。 （ １ つ に ○ ）  

 

 
図 36 事業年数 

 

 

問 4 所 在 地 区 に つ い て 。 （ １ つ に ○ ）  

 

 
図 37 所在地区 

 

 

問 5 資 本 金 に つ い て 。 （ １ つ に ○ ）  

 

 
図 38 資本金 

 

 

問 6 事 業 所 の 所 有 形 態 に つ い て 。 （ １ つ に ○ ）  

 

 
図 39 事業所の所有形態  
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4.3 環境配慮に関する内容について 
問 7 環 境 配 慮 に 関 す る 取 り 組 み 状 況 に つ い て 、 実 践 し て い る 状 況 を 教 え て

下 さ い 。 （ 項 目 ご と に １ つ に ○ 、 ㉕ は 記 述 ）  

「環境配慮に関する取組」について、「取り組んでいる」は、「ごみの分別・減量化」が最も多く

79.2％、次いで「省エネ型の照明機器や設備などの導入」が 70.6％、「節電の実施」が 70.0％で

した。 

「取り組む予定でいる」は、「エコドライブの奨励」が最も多く 21.3％、次いで「節水の実施」

が 20.0％、「環境イベントの開催、参加、協力」が 18.4％でした。 

「取り組むか未定」は「省エネルギー診断や改修の実施」が最も多く 45.8％、次いで「太陽光な

ど再生可能エネルギーの導入」が 44.0％、「「エコアクション 21」に参加」が 40.8％でした。 

「取り組む予定はない」は「ＩＳＯ14000 シリーズの取得」が最も多く 49.0％、次いで「「エ

コアクション 21」に参加」が 36.7%、「雨水や雪解け水の有効利用」が 36.0％でした。 

「その他実施中の取り組み」は、回答がありませんでした。 

 

 
図 40 環境配慮に関する取組  
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また、「環境配慮に関する取組」は、「従業員数が多い」ほど「取り組んでいる」割合が多い傾向

でした。 

 

 
図 41 環境配慮に関する取組：地域コミュニティとの積極的なかかわり【従業員別クロス】 

 

 

 

「実践している環境配慮行動」について、10 年前の前回アンケートと実施している項目の順位を

比較すると、上位は大きくは変わっておらず、「省エネ」、「廃棄物削減」、「事業所周辺の美化活

動」に関する行動を積極的に行っている結果ですが、前回よりも「地域コミュニティとの積極的なか

かわり」が増加しており、「エコドライブ（アイドリングストップ）の奨励」が減少しています。 

 

 

 

表 5  実践している環境配慮行動の順位の推移 

順位 事業者【R2】※複数回答可 事業者【H22】※回答数３つまで 

1 位 節電の実施 節電の実施 

2 位 ごみの分別・減量化 ごみの分別・減量化 

3 位 省エネ型の照明機器や設備などの導入 事業所敷地内及び周辺の清掃、美化活動の実施 

4 位 事業所敷地内及び周辺の清掃、美化活動への参

加 

省エネ型の照明機器・OA 機器等の導入 

5 位 地域コミュニティとの積極的なかかわり エコドライブ（アイドリングストップ）の奨励 
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問 8 過 去 ３ 年 以 内 に 、 貴 事 業 所 の 事 業 活 動 に 伴 い 、 市 民 や 他 の 事 業 所 か ら

環 境 に 関 す る 苦 情 や 意 見 を 受 け た こ と が あ り ま す か 。 （ １ つ に ○ ）  

「過去 3 年以内の事業活動で環境に関する苦情や意見を受けたことがあるか」は、4 事業所が「あ

る」と回答しました。 

 

 
図 42 過去3 年以内の事業活動で環境に関する苦情や意見を受けたことがあるか 

 

 

 

問 9 問 8 で 「 あ る 」 と 回 答 さ れ た 事 業 者 の 方 に お 聞 き し ま す 。 何 に つ い て

の 苦 情 や 意 見 を 受 け ま し た か 。 （ あ て は ま る す べ て に ○ ）  分 岐 ： 問

8 で 1 を 選 択  

「何についての苦情や意見か」は、「水質の汚濁（汚水の排水等）」と「土壌の汚染」が 2 件、「騒

音・振動の発生（機械の稼働、車両の走行等）」と「悪臭の発生」が 1 件でした。 

 

 
図 43 何についての苦情や意見か 
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自然環境への影響（森林の伐採、土地の改変等）

その他
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問 10 貴 事 業 所 が 、 今 後 環 境 保 全 活 動 に 参 加 す る と し た ら 、 ど う い っ た 内 容

の 活 動 に 参 加 し た い で す か 。 （ １ つ に ○ ）  

「今後参加するとしたらどのような環境保全活動がよいかは」は、「ごみ減量化やリサイクルに関

する活動」が最も多く 28.6%、次いで「環境美化に関する活動」が 24.5％、「地球温暖化やエネル

ギー対策に関する活動」が 22.4％でした。 

 

 
図 44 今後参加するとしたらどのような環境保全活動がよいかは 
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問 11 地 球 温 暖 化 問 題 に つ い て お 聞 き し ま す 。  

（１）事業への地球温暖化の影響はありますか。（１つに○） 
「事業への地球温暖化の影響」は、「影響を受けている（「既に大きな影響を受けている」+「既

に多少の影響を受けている」）事業者が 28.0%ありました。 

一方で、「影響は出ておらず、今後も出るとは思えない」事業者もおり、26.0％でした。 

 

 
図 45 事業への地球温暖化の影響 

 

 

また、「事業への地球温暖化の影響」は、「資本金が少ない」ほど「影響は出ておらず、今後も出

るとは思えない」と考える事業者の割合が多い傾向でした。 

 

 
図 46 事業への地球温暖化の影響【資本金別クロス】 
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（２）その影響はどういったものですか。またはどのような影響が想定されますか。（記

入） 分岐：問 11（1）で 2・3・4 を選択 
「事業への地球温暖化による影響、または想定される影響」は、27 事業所から記述による回答が

あり、その概要は次のとおりでした。 

 

 

表 6  事業への地球温暖化による影響、または想定される影響の概要 

影響 主な意見・要望等の概要 

気温上昇 ・エアコンの稼働時期が長くなった。 

健康被害 ・熱中症の対策。 

・疾病構造が変化する。 

気象の変化 ・異常気象が発生している。 

・自然災害が増えており対策の必要がある。 

鳥獣被害 ・鳥獣被害が拡大している。 

産業関連 ・農業への影響が出ると思われる。 

・商品ニーズの変化や冬期間の減少などで、仕事の内容・量が変化している。 

・木材価格の変動や、再エネに対応した資材の活用などの義務化が発生すると思われる。 

・今後進むであろう技術革新に追いつけない可能性がある。 

 

 

 
（３）地球温暖化の影響を緩和するために、貴事業所の考え方として、近いものを教えて

ください。（１つに○） 
「地球温暖化の影響を緩和するための事業所の考え方」は、「経費削減に繋がる省エネ等であれば

実施できるが、そうでないものは実施できない」が最も多く 60.5%、次いで「事業者の社会的責任

として、経費がかかっても積極的に対策を実施すべき」が 31.6％でした。 

その他内容としては、「経費面で出来る範囲で行う」、「経費削減につながらない省エネ等は出来

る範囲で努力する」などがありました。 

 
図 47 地球温暖化の影響を緩和するための事業所の考え方 
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問 12 地 球 温 暖 化 の 影 響 に お け る 気 候 変 動 へ の 「 適 応 」 の た め 、 市 全 体 で 取

り 組 む べ き こ と と し て 、 特 に 必 要 だ と 思 う こ と は な ん で す か 。 （ ３ つ

ま で ○ ）  

「気候変動への適応として市全体で取り組むべきこと」は、「集中豪雨や大雨、土砂災害などへの

対策（自然災害分野）」が最も多く 94.4%、次いで「熱中症や感染症などへの対策（健康分野）」

が 50.0％、「事業活動や観光産業に対する影響への対策（産業・観光分野）」が 44.4％でした。 

その他内容としては、「事業活動や観光産業に対する影響への対策（農業含む）」などがありまし

た。 

 

 
図 48 気候変動への適応として市全体で取り組むべきこと 
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絶滅の危機がある動植物の保全対策など（自然分野）
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光分野）
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その他
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問 13 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー や 省 エ ネ ル ギ ー 設 備 に つ い て お 聞 き し ま す 。  

（１）項目ごとに、貴事業所の利用状況及び今後の意向について教えて下さい。（項目ご

とに１つに○） 
「再生可能エネルギー・省エネルギー設備の利用状況及び今後の意向」について、「実施している」

は、「高効率照明（LED 等）」が最も多く 61.5％、次いで「エコカーの導入（電気自動車、ハイブ

リッド車など）」が 38.5％、「断熱フィルム・二重ガラス等の建物の空調負荷対策」が 23.1％でし

た。 

「実施を予定している」は、「高効率照明（LED 等）」が最も多く 23.1％、次いで「高効率空調」

が 13.7％、「高効率給湯器」が 12.0％でした。 

「実施を検討している」は、「太陽熱利用」が最も多く 44.0％、次いで「燃料電池」が 42.0％、

「再生燃料（BDF など）」が 40.0％でした。 

一方、「実施予定はない」は、「中小水力発電」が最も多く 77.6％、次いで「地熱発電」が 72.0

％、「風力発電」が 68.0％でした。 

 

 
図 49 再生可能エネルギー・省エネルギー設備の利用状況及び今後の意向 
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（２）省エネルギー化や再生可能エネルギー導入などの地球温暖化対策の実施にあたり、

課題となっていることはなんですか。（あてはまるすべてに○） 
「地球温暖化対策実施の課題」は、「省エネルギー化や再生可能エネルギー導入のコストが高い」

が最も多く 74.1％、次いで「費用対効果の高い省エネルギー機器や手法が分からない」、「人員に

よる問題でエネルギー管理に係る体制を整えられない」、「コスト削減で手いっぱいであり、省エネ

ルギーにまで手が回らない」が 22.2％でした。 

その他内容としては、「相談窓口が分からない」などがありました。 

 

 
図 50 地球温暖化対策実施の課題 
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問 14 そ の 他 、 地 球 温 暖 化 問 題 に 関 す る ご 意 見 、 ご 要 望 な ど が ご ざ い ま し た

ら 、 ご 自 由 に お 書 き く だ さ い 。  

「その他、環境問題に関する意見・要望等」は、9 事業所から記述による回答があり、その概要は

次のとおりでした。 

 

 

表 7  その他、地球温暖化問題に関する意見・要望等（記入）の概要 

分野 主な意見・要望等の概要 

気候変動への適応 ・気温上昇で農作物の不作が問題になると思う。温暖作物の栽培準備をしていって

はどうか。 

エネルギー等 ・再生可能エネルギー機器の導入や送電線費用への補助など、補助金を出して取組

を進めるべき。 

・富良野市ではごみを分別しているので、そこからプラスチック固形燃料を作って

試用してみたい。 

省エネ ・補助金を積極的に出して省エネ化を進めるべき。 

・大容量通信システム等で IT 化を進め、リモートワークの整備をするべき。 

その他 ・アンケート結果を広報やホームページでわかりやすく公開してほしい。 
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5.アンケート調査票 
5.1 市民意識調査票 
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5.2 中学生意識調査票 
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5.3 事業者意識調査票 
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